




は じ め に










































La double fonction du langage. Paris, 1929〔ポラン：言語の二重の機能〕。〔だが〕この書物を
注意深く検証したが、ヴィゴツキーの行った引用は発見しえなかった」（1）と書かれている。そ
の後、アフーチナは、この論文の英訳（2003）にあたって、上記の註に次のように追記している。
「2003 Addition: Prof. Alex Kozulin has helped me to find the cited work: Frédéric Paulhan, 






















































































































なったのである。詳述は避けるが、万人に共通なもの（第 1 領域）と個性的なもの（第 3 領域）は、
客観的なものと主観的なもの、抽象的なものと具体的なもの、知的なものと情的なもの（「情動
の次元の事実は厳密な語義のなかには入り込めない」同上、p.303）という諸契機を生み出し、ポラン
に従って語の機能の視点から見れば、記号としての言語 le langage signe と示唆としての言語













































　ポランは明示していないが、これが、第 3 領域の要素の第 2 領域への移行であり（第 1 領域の
要素の変形を伴っている）、第 2 領域そのものの一部を構成している。三角形 triangle の語を仏
和辞典および英和辞典で引けば、最初に出てくるこの語の定義の他に、いくつもの転義、派生












考察していることが、ポランのオリジナルな視点である。彼が「語義、言語的記号 le langage 
signe の働きに関する統一性の傍らには、言語的示唆 le langage suggestion の果てしない多様
性が広がっており、そこでは、その効果はそれ〔言語的示唆〕を使用する者および知覚する者
の本性とともに多様である」（Paulhan, 1928, p.294）と述べるように、おおむね記号は語義に、示
















































































それは、形相的 фазический 側面と意味的 смысловой 側面との二つである。ここで使われる形























































































ゴツキーも触れているが、ポランの引用した事例、患者との会話である、« Comment allez-vous ? »―

















2 領域、第 1 領域に移行していくことに類似している。そして、ヴィゴツキーはポランの所説
を全体として肯定しながら、パロルの意味論を内言の意味論に深化させ、「意味の語義に対す
る優越」が極限にまで進んだものを内言の意味論の第 1 の、おそらくは最重要な特質としたの







れ、《I》《my》あるいは《je》《mon または ma, mes》と一語で表される。もっともロシア語では人称代
名詞にかぎらず基本的にはあらゆる名詞が格変化をするのであるから屈折語の最たるものの一つであろ
う）。明示されていないが、ドイツ語における語結合の場合では、たとえば英語での East 









　そうした第 2 の特質は、主として形相的側面に関するものに見えるが、次の第 3 の特質と合
わせると、内言の意味的側面と深く結びついていることが明らかになる。第 3 の特質は、語の





























































































の動詞 влиться, вливаться には「流入する」という訳語があること、その対をなす вылиться, выливаться
は「流れ出る」である。以上を総合して、「流出」「流入」とした。
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